
江
戸
近
郊
の
西
南
部
に
は
墹
上
寺
領
で
あ
る
四
十
四
か
村
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
村
は
、
寺
領
の
成
立
と
支
配
構
造
に
お
い
て
、

他
の
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
と
は
異
な
っ
た
形
態
を
示
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
幕
藩
体
制
の
解
体
過
程
に
お
い
て
、
増
上
寺

じ
よ
が
っ
こ
う
ぼ
っ
き
の
し
ゆ
い
し
ょ

御
霊
屋
科
の
地
方
役
人
を
勤
め
た
奥
村
喜
三
郎
増
弛
は
、
天
保
八
年
（
一
八
一
二
七
）
十
月
に
寺
領
の
農
村
に
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
と
題

す
る
小
冊
子
を
配
布
し
、
女
学
校
設
立
に
よ
っ
て
女
子
教
育
を
行
う
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
天
保
の
飢
鰹
や
甲
州
郡
内
騒
動
、
大
塩
平

八
郎
の
乱
の
発
生
に
よ
る
社
会
的
不
安
、
し
か
も
、
そ
の
反
面
に
お
い
て
箸
侈
の
風
潮
に
流
れ
る
江
戸
の
世
相
に
た
い
し
、
奥
村
喜
三
郎
は
ど

の
よ
う
に
し
て
封
建
的
危
機
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
提
言
の
内
容
が
、
天
保
十
二
年
に
は
じ
ま
る
水
野
忠
邦
の

天
保
改
革
に
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
小
稿
は
、
江
戸
近
郊
に
お
け
る
増
上
寺
御
霊
屋
科
と
い
う
特
定
の
農
村
に
配

布
さ
れ
た
、
女
子
を
直
接
に
対
象
と
す
る
学
校
設
立
の
趣
意
書
を
中
心
に
考
察
し
て
ふ
る
こ
と
に
す
る
。

増
上
寺
御
霊
屋
料
の
成
立

（
１
）

江
一
Ｐ
近
郊
の
農
村
の
支
配
形
態
に
お
い
て
、
天
領
・
旗
本
領
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
存
在
で
あ
る
。
江
一
Ｆ
の
芝

増
上
寺
は
、
将
軍
家
の
菩
提
所
と
し
て
上
野
の
寛
永
寺
と
並
び
栄
え
て
た
が
、
と
く
に
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
関
東
浄
土
宗
十
八
植
林
の
制

が
し
か
れ
る
と
、
そ
の
筆
頭
に
位
置
し
て
一
宗
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。

法
政
史
学
第
三
十
号

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る

「
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

村
上

一
一
ハ

直
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増
上
寺
は
、
家
康
に
よ
っ
て
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
一
○
○
○
石
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
寛
永
九
年
（
一
六
一
一
一
三
）
一
月
、
前
将
軍

秀
忠
が
死
去
す
る
と
、
幕
府
よ
り
四
○
○
○
石
が
秀
忠
夫
妻
の
仏
殿
料
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
こ
こ
で
増
上
寺
御
霊
屋
料
は
二
十
一
か
村
五
○
○

○
石
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
一
一
一
四
）
一
月
に
は
、
秀
忠
の
三
回
忌
の
法
会
の
際
、
老
中
酒
井
雅
楽
頭
忠

世
の
邸
に
増
上
寺
役
者
、
老
僧
お
よ
び
寺
領
諸
村
の
名
主
・
年
寄
ら
が
招
か
れ
、
寄
進
さ
れ
た
五
○
○
○
石
に
つ
い
て
の
配
分
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
同
年
五
月
に
は
将
軍
家
光
か
ら
増
上
寺
の
定
誉
上
人
に
対
し
て
「
増
上
寺
法
式
」
「
増
上
寺
領
五
千
石
支
配
目
録
」
と
と
も
に
、
次
の

（
２
）

よ
う
な
領
地
判
物
が
与
膳
え
ら
れ
て
い
る
。

増
上
寺
領
武
蔵
国
荏
原
・
都
筑
・
橘
樹
・
豊
島
四
筒
郡
之
内
所
べ
旧
領
千
石
新
増
四
千
石
、
都
合
五
千
石
繩
纒
在
前
住
持
之
時
令
寄
付
之

畢
、
今
度
所
支
配
者
、
台
徳
院
殿
、
崇
徳
院
殿
御
供
料
、
常
燈
料
、
年
中
法
事
料
、
供
僧
、
番
僧
掃
除
料
、
其
外
力
丈
領
、
寺
僧
領
、
安
国

殿
御
領
等
相
定
之
、
且
境
内
山
林
竹
木
永
代
不
可
有
相
違
者
、
長
日
之
勧
行
、
供
物
香
花
無
怠
慢
、
可
抽
仏
法
興
降
之
精
誠
之
状
、
如
件

こ
の
よ
う
に
増
上
寺
領
は
、
将
軍
家
菩
提
所
の
整
備
に
よ
っ
て
霊
廟
の
諸
経
費
の
財
源
お
よ
び
人
足
確
保
の
た
め
に
し
だ
い
に
拡
大
さ
れ
て

い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
代
家
光
に
よ
る
将
軍
専
制
政
治
の
展
開
を
背
景
と
し
た
将
軍
権
力
の
集
中
強
化
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
増
上
寺
領
の
諸
村
は
、
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
・
中
延
・
堤
方
・
下
目
黒
・
中
目
黒
・
蓮
沼
・
碑
文
谷
・
等
有
力
・
会

の
九
か
村
、
都
筑
郡
池
辺
・
荏
田
・
東
方
・
茅
ヶ
崎
・
川
和
・
石
川
・
王
禅
寺
の
七
か
村
、
橘
樹
郡
上
野
川
・
新
作
・
師
岡
・
新
師
岡
の
四
か

村
、
豊
島
郡
巣
鴨
村
の
一
か
村
に
分
布
し
て
い
る
が
、
以
後
、
こ
れ
ら
の
諸
村
で
は
報
恩
の
た
め
、
毎
月
、
台
徳
院
（
二
代
将
軍
秀
忠
）
・
崇

源
院
（
秀
忠
夫
人
浅
井
殿
）
の
命
日
を
農
業
の
休
日
と
定
め
て
、
村
毎
に
集
り
、
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、
他
村
並
永
の
諸
役
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
に
は
橘
樹
郡
新
作
村
、
荏
原
郡
久
河
原
村
が
隠
居
料
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
計
五
二
○
○
石
と
な
っ
て
い

（
３
）

る
。
そ
し
て
、
正
保
年
間
の
作
成
と
ふ
ら
れ
る
『
武
蔵
田
園
簿
』
に
よ
る
と
石
一
同
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

寛
永
十
一
年
五
月
廿
三
日

定
誉
上
人
晴
波
へ

家
光
公
御
判

一
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が
集
っ
て
い
る
。

宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
に
は
、
桂
昌
院
（
五
代
将
軍
綱
吉
の
母
）
清
揚
院
（
一
一
代
将
軍
家
光
の
三
男
、
甲
府
藩
主
徳
川
綱
重
）
、
正
徳
一
一
一

年
（
一
七
一
三
）
に
は
文
昭
院
（
六
代
将
軍
家
宣
）
、
さ
ら
に
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
有
章
院
（
七
代
将
軍
家
継
）
の
御
霊
屋
料
が
寿

（
４
）

進
さ
れ
て
い
る
が
、
享
保
三
年
七
月
十
一
日
付
の
「
増
上
寺
領
目
録
」
に
よ
る
と
、
増
上
寺
領
の
総
高
は
計
一
万
五
百
四
十
石
、
こ
れ
に
込
一
尚

千
三
百
一
一
一
拾
弐
万
七
斗
五
升
一
一
一
合
五
夕
を
加
え
る
と
、
合
計
一
万
一
千
八
百
七
十
一
一
石
七
斗
五
升
三
合
五
夕
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
的
分

布
は
全
四
十
五
か
村
（
但
し
、
新
師
岡
村
が
師
岡
村
に
含
ま
れ
る
と
四
十
四
か
村
）
の
う
ち
、
橘
樹
郡
二
十
四
か
村
、
荏
原
郡
十
三
か
村
、
都

筑
郡
七
か
村
、
豊
島
郡
一
か
村
と
な
り
、
圧
倒
的
に
橘
樹
郡
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
増
上
寺
領
は
、
主
と
し
て
江
戸
西
南
の
近

郊
に
多
摩
川
を
は
さ
ん
で
分
布
し
、
と
く
に
現
在
の
神
奈
川
県
川
崎
市
域
内
に
は
、
王
禅
寺
・
下
野
川
・
新
作
・
上
野
川
・
上
小
田
中
・
下
小（５
）

田
中
・
今
井
・
北
加
瀬
・
鹿
島
田
・
塚
越
・
小
倉
・
明
津
・
下
平
間
・
小
向
・
市
ノ
坪
・
坂
戸
・
小
杉
・
宿
河
原
・
戸
手
・
古
川
の
二
十
か
村

増
上
寺
領
で
は
、
こ
の
享
保
三
年
の
「
寺
領
目
録
」
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
は
天
明
八
年
Ｃ
七
八
八
）
に
荏
原
郡
雪
ヶ
谷
村

の
う
ち
で
三
石
三
斗
五
升
八
合
、
同
郡
上
目
黒
村
の
う
ち
で
一
石
一
斗
二
升
一
一
合
が
、
僅
か
に
加
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
る
と
、
明
治
初
年
の
増
上
寺
領
の
総
石
高
を
検
討
す
る
と
、
総
計
で
一
万
三
千
七
百
六
石
一
斗
九
升
六
合
と
村
高

の
変
化
に
よ
り
、
総
石
高
が
か
な
り
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

千
七
百
五
石
弐
斗
九
升
八
合

東
叡
山

三
百
九
拾
石
八
斗
九
升
七
合

東
叡
山
御
神
領

こ
れ
に
よ
っ
て
、
増
上
寺
領
が
同
じ
将
軍
家
の
菩
提
所
で
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺
領
に
比
べ
、
か
な
り
、
そ
れ
を
上
廻
る
寺
領
を
与
え
ら
れ
て

五
千
石
七
斗
八
升
五
合

外
米
拾
壱
俵
弐
斗
三
升
八
合
五
勺

百
九
拾
九
石
九
斗
九
升
七
合

法
政
史
学
第
三
十
号

増
上
寺

野
米

増
上
寺
隠
居
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増
上
寺
御
霊
屋
料
の
支
配
は
、
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
と
異
な
り
、
増
上
寺
特
有
の
形
態
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
初
期
に
お
い
て
は
増
上

寺
輪
番
所
が
中
心
で
あ
り
、
諸
村
か
ら
の
上
申
の
口
上
書
や
訴
状
に
は
「
御
輪
番
様
」
「
御
役
者
様
」
宛
、
あ
る
い
は
両
者
を
併
記
し
た
も
の

が
ゑ
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
文
政
四
年
頃
よ
り
幕
末
に
か
け
て
は
、
御
霊
屋
料
地
方
役
所
ま
た
は
増
上
寺
代
官
所
と
あ
る
場
合
が
あ

り
、
機
構
の
変
化
が
う
か
が
わ
れ
る
。
輪
番
所
に
は
三
十
の
坊
か
ら
任
命
さ
れ
た
輪
番
僧
が
老
僧
の
指
導
を
う
け
て
交
代
で
執
務
し
て
お
り
、

そ
の
下
に
役
者
が
い
て
事
務
を
と
っ
て
い
る
。

（
７
）

正
徳
三
年
（
一
七
一
一
二
）
十
一
月
五
日
付
の
〃
定
書
〃
の
末
尾
に
は
、
伴
頭
（
常
照
院
）
当
輪
番
（
林
松
院
・
光
学
院
・
月
蓋
院
・
浄
運
院
・

威
徳
院
）
、
役
者
（
良
源
院
）
、
役
者
（
安
養
院
）
が
連
署
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
寺
領
の
重
要
事
項
は
、
老
僧
の
合

威
徳
院
）
、
役
者
（
良
源
院
）
、
役
者

議
制
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
’
一
一
口

ま
た
、
増
上
寺
領
の
場
合
、
必
ず
し
も
総
べ
て
が
一
給
支
配
で
は
な
い
。
寛
永
九
年
（
一
六
一
一
三
）
の
場
合
は
一
一
十
一
か
村
の
う
ち
四
一
一
一
．
ハ

ー
セ
ン
ト
に
当
る
九
か
村
、
明
治
初
年
の
場
合
も
四
十
四
か
村
の
う
ち
四
五
。
〈
１
セ
ン
ト
に
当
る
二
十
か
村
だ
け
が
一
給
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
関
東
特
有
の
入
組
支
配
に
お
い
て
、
増
上
寺
領
も
例
外
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

増
上
寺
領
は
天
保
九
年
（
一
八
一
一
一
八
）
一
一
一
月
二
十
九
日
、
都
筑
郡
荏
田
村
名
主
滝
蔵
の
上
申
の
一
札
に
「
惣
村
四
拾
四
ヶ
村
、
高
壱
万
五
百

（
６
）

壱
俵
搬
辨
鎚
辮
井
方
丈
料
・
隠
居
料
辻
〈
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
が
安
国
殿
料
。
御
霊
屋
料
と
方
丈
料
・
隠
居
料
か
ら
成
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
う
ち
大
部
分
が
御
霊
屋
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
増
上
寺
領
は
別
に
仏
殿
料
と
称
す
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
寛
永

九
年
以
前
に
寄
進
さ
れ
た
村
を
古
料
、
以
後
を
新
料
に
分
け
て
よ
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

現
在
増
上
寺
の
境
内
に
は
「
徳
川
家
御
廟
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
台
徳
院
殿
（
二
代
秀
忠
）
・
文
昭
院
殿
（
六
代
家
宣
）
・
有
章
院
殿
（
七
代
家
継
）

・
惇
信
院
殿
（
九
代
家
重
）
・
慎
徳
院
殿
（
十
二
代
家
慶
）
・
昭
徳
院
殿
（
十
四
代
家
茂
）
・
静
寛
院
宮
親
子
内
親
王
の
墓
が
並
ん
で
い
る
。

（
８
）

－
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
’
’
一
月
「
増
上
寺
領
井
古
料
明
細
帳
」
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

増
上
寺
領
の
支
配
構
造
と
奥
村
喜
三
郎

一
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御
霊
屋
料
村
々
取
締
方
為
見
分
、
私
共
廻
村
仕
村
毎
糺
書
面
之
通
書
上
為
仕
侯
以
上

出
役
御
霊
屋
附
地
方
役

奥
村
喜
三
郎

御
霊
屋
附
御
蔵
方
役

井
出
長
三
郎

（
９
）

ま
た
、
天
保
六
年
（
一
八
一
二
五
）
一
月
二
十
四
日
付
の
荏
原
郡
中
目
黒
村
名
主
金
三
郎
の
届
書
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

中
目
黒
村名
主
金
三
郎

同
見
習
金
吾

年
寄
嘉
右
衛
門

天
保
六
未
年
正
月
廿
四
日

法
政
史
学
第
三
十
号

御
霊
屋
料

地
方
御

其
節
御
掛

地
方
御
調
役

奥
村
喜
三
郎
様

城
戸
左
助
様

御
勘
定
役

勝
浦
藤
右
衛
門
様

井
出
種
四
郎
様

御
調
役
見
習

奥
村
広
太
郎
様

御
役
所
様

一
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改
革
に
関
連
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
増
上
寺
御
霊
屋
料
地
方
役
所
に
は
、
寺
領
諸
村
の
巡
廻
、
領
内
の
調
査
取
締
り
、
年
貢
収
納
の
督
励
を
行
う
た
め
の
地
方
役

Ⅱ
地
方
調
役
、
ま
た
御
蔵
役
Ⅱ
御
勘
定
役
さ
ら
に
御
調
役
見
習
な
ど
が
お
り
、
各
二
名
位
が
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
増
上
寺
領
に
お
け
る
地
方
調
役
奥
村
喜
三
郎
に
つ
い
て
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。
奥
村
に
関
し
て
は
佐
藤
昌
介
・
長
谷
川
伸
一
一
一
の
両
氏
の

（
Ⅲ
）

研
究
が
あ
る
。
奥
村
は
韓
を
増
地
、
通
称
を
喜
二
一
郎
、
号
を
城
山
と
称
し
、
「
蛮
社
の
獄
」
に
一
時
、
連
坐
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
増
上
寺
領
刮

（
ｕ
）

地
方
調
役
あ
る
い
は
代
官
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
般
に
は
洋
学
・
測
量
技
術
で
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
高
野
長
英
・
小
関
三
英
に
つ
い

て
洋
学
を
学
び
、
の
ち
渡
辺
華
山
に
も
接
し
て
内
田
弥
太
郎
と
と
も
に
測
量
に
つ
い
て
は
す
ぐ
れ
た
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
天
保
十
年
一
月
、

江
戸
湾
測
量
の
際
に
は
、
華
山
の
推
挙
に
よ
っ
て
安
房
に
い
た
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
竜
の
も
と
に
赴
き
な
が
ら
、
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
役

人
で
あ
っ
た
こ
と
を
目
付
の
鳥
居
耀
蔵
に
知
ら
れ
、
追
い
返
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
し
て
江
川
と
鳥
居
の
確
執
が
表
面
化

（
皿
）

し
、
蛮
社
の
獄
の
一
因
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

奥
村
喜
三
郎
に
つ
い
て
は
、
御
霊
屋
料
の
肝
煎
、
名
主
が
文
政
十
三
年
（
一
八
一
一
一
○
）
七
月
に
差
出
し
た
「
奥
村
喜
三
郎
様
勤
役
已
来
二
十
「

（
皿
）

五
か
村
村
方
仕
法
書
上
」
に
よ
る
と
、
地
方
役
人
と
し
て
の
次
の
よ
う
な
功
績
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
文
政
年
間
の
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
．

⑩
文
政
元
年
の
御
霊
屋
料
村
戈
の
小
組
合
の
結
成

②
古
料
・
新
料
村
交
の
年
番
名
主
の
設
置
と
小
杉
村
の
寄
場
設
定

③
取
締
役
・
肝
煎
役
・
古
老
の
設
置
と
村
役
人
の
席
次
の
設
定

側
増
上
寺
へ
の
諸
役
・
諸
人
足
の
調
達
方
法
の
合
理
化

⑤
御
霊
屋
料
内
十
六
か
所
の
雑
穀
積
置
場
の
設
置
と
積
石
制
度
の
設
定

ま
た
、
御
霊
屋
料
に
お
け
る
独
自
の
施
策
の
実
施
と
し
て
、

⑥
用
水
設
備
、
田
畑
川
欠
、
砂
入
対
策
な
ど
に
対
す
る
無
利
足
十
か
年
賦
拝
借
金
の
貸
与

、
村
灸
の
孝
行
者
、
農
業
出
精
者
の
表
彰
、
独
身
の
老
人
、
長
期
の
病
人
、
困
窮
者
の
救
済
、
永
年
勤
続
の
村
役
人
の
表
彰

⑧
『
類
方
紀
聞
』
と
い
う
か
な
書
の
薬
方
医
療
書
の
配
布

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

一一一
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奥
村
喜
三
郎
と
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』

（
Ｍ
）

奥
村
喜
一
｜
一
郎
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
天
保
七
年
の
『
量
地
孤
度
算
法
』
二
冊
付
録
一
巻
三
帖
（
測
量
）
、
同
八
年
の
『
勧
施
救
荒
』
一
冊

に
つ
き

（
農
業
）
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
一
冊
（
教
育
）
同
九
年
の
『
経
緯
儀
用
法
図
説
』
一
一
巻
一
冊
（
天
文
・
測
旦
里
）
『
船
中
日
碁
』
（
航

海
）
同
十
年
の
『
太
陽
赤
緯
表
』
一
冊
（
天
文
）
『
廻
船
宝
富
久
呂
』
一
冊
（
和
算
）
同
十
二
年
の
『
算
学
必
究
』
一
冊
（
和
算
）
年

せ
ん
じ
ゆ
つ
こ
う
そ
う
に
っ
て
つ
れ
き
り

次
未
詳
の
『
専
術
考
艸
日
纏
暦
理
』
一
冊
（
校
訂
、
暦
学
）
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
『
算
法
地
方
大
成
斥
非
問
答
』
（
栗
田
宜
貞
箸
）
に
は
奥
村

（
応
）

か
ら
内
田
弥
太
郎
宛
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
奥
村
の
活
躍
が
測
量
・
天
文
・
農
業
・
和
算
・
教
育
の
多
方
面
に
わ

た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
村
の
積
極
的
な
著
作
活
動
は
、
全
国
的
に
飢
鰹
や
一
摸
が
発
生
し
た
天
保
七
年
以
降
か
ら
十

年
に
か
け
て
て
あ
り
、
と
く
に
同
八
年
以
降
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
御
霊
屋
料
の
諸
村
の
農
業
生
産
の
実
態
調
査
に
鋭
意
と
り
組
ん
で
い
た
時

期
で
あ
る
。

⑪
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
大
旱
魅
の
際
、
厳
正
な
検
見
を
施
行
し
た

⑫
駒
林
。
戸
手
・
上
末
吉
の
三
村
の
用
水
路
普
請
を
直
接
監
督
し
、
公
費
の
節
約
と
工
事
の
完
全
を
期
し
た
こ
と

⑬
村
々
を
巡
回
し
、
身
持
宜
ら
ざ
る
者
は
説
諭
し
、
重
罪
人
の
逮
捕
、
処
罰
し
た

以
上
の
十
三
項
目
の
書
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
奥
村
喜
三
郎
が
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
地
方
役
人
と
し
て
村
役
人
層
か
ら
好
感
が
も
た
れ
、

ま
た
、
御
霊
屋
料
の
取
締
改
革
を
的
確
な
現
状
認
識
の
上
に
立
っ
て
推
進
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
御

霊
屋
料
諸
村
の
支
配
は
、
江
戸
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
他
の
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
と
は
異
な
っ
た
支
配
領
域
を
形
成
し
て
い
た
が
、
奥
村

の
地
方
行
政
の
実
施
は
開
明
派
官
僚
や
祥
学
者
と
の
接
触
を
通
じ
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
の
危
機
に
対
応
す
る
現
実
的
な
政
策
を
行
な
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

101（９ 法
政
史
学
第
三
十
号

地
方
役
所
役
人
の
出
役
に
際
し
て
、
村
へ
の
木
銭
。
米
代
の
支
給
、
出
役
人
数
を
減
じ
て
村
方
の
負
担
の
軽
減

役
所
に
万
石
臆
な
ど
の
米
穀
調
整
の
道
具
を
備
え
て
、
年
貢
納
入
の
際
の
刎
米
を
そ
の
場
で
仕
立
て
直
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
人
馬

の
費
用
の
軽
減
を
は
か
っ
た

￣

￣
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天
保
期
に
入
る
と
、
逐
年
深
ま
る
農
村
の
危
機
的
様
相
は
都
市
に
も
波
及
し
、
食
料
品
の
欠
乏
と
価
格
暴
騰
が
主
因
で
あ
る
米
騒
動
や
買
占

め
商
人
に
対
す
る
打
段
し
も
続
発
し
、
と
く
に
江
戸
の
米
価
は
、
天
保
七
年
秋
に
は
、
一
石
に
付
一
九
七
・
八
匁
、
翌
八
年
春
に
は
一
一
三
一
・

三
匁
、
醤
油
・
酒
・
塩
も
同
時
に
急
激
に
暴
騰
し
た
。
幕
府
は
大
坂
や
東
北
や
関
東
の
地
廻
り
か
ら
、
江
戸
へ
の
廻
米
を
確
保
す
る
こ
と
に
懸

命
と
な
っ
た
が
、
凶
作
に
よ
る
絶
対
量
の
不
足
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
加
え
て
難
民
の
流
入
が
お
び
た
だ
し
い
た
め
需
給
を
安
定
さ
せ

（
油
）

る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
八
年
二
月
に
は
大
坂
で
は
町
奉
行
元
与
力
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
発
生
し
た
が
、
増
上
寺
御

霊
屋
料
の
寄
場
役
所
の
お
か
れ
て
い
た
荏
原
郡
中
目
黒
村
で
は
「
当
二
月
十
九
日
、
不
容
易
企
お
よ
び
大
坂
市
中
所
々
放
火
い
た
し
、
及
乱
妨

候
元
大
坂
町
奉
行
組
与
力
大
塩
平
八
郎
弁
大
塩
格
之
助
、
同
瀬
田
弁
之
助
、
同
組
同
右
渡
辺
良
左
衛
門
、
同
庄
司
儀
左
衛
門
、
同
近
藤
鍋
五

（
一
一
一
月
）

郎
、
伜
近
藤
梶
五
郎
等
人
相
室
目
先
日
八
州
様
汐
御
達
之
通
り
申
渡
義
有
之
間
、
来
ル
十
一
日
四
時
、
名
主
・
年
寄
・
百
姓
代
三
判
持
参
可
罷

（
Ⅳ
）

出
も
の
也
」
と
あ
り
、
世
情
の
不
安
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
他
方
で
は
飢
饅
対
策
と
し
て
三
月
に
は
、
幕
府
は

御
救
小
屋
を
江
戸
の
品
川
・
板
橋
・
千
住
・
新
宿
に
設
け
て
飢
民
の
救
済
を
は
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
・
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
天
保
八
年
十
月
に
、
奥
村
喜
三
郎
は
江
戸
近
郊
の
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
諸
村
に
『
女
学
校
設
立

発
起
之
趣
意
書
』
な
る
も
の
を
配
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

大
御
国
は
北
極
地
を
出
る
こ
と
三
十
度
よ
り
四
十
二
度
以
内
に
あ
り
て
、
四
季
の
気
候
よ
く
と
と
の
ひ
地
中
金
気
多
く
し
て
、
水
清
く
甘
町

く
上
硬
く
堅
き
が
故
に
、
其
水
士
に
孕
ま
れ
、
其
気
候
を
う
け
て
生
ず
る
萬
づ
の
物
ミ
な
萬
づ
の
国
に
優
れ
り
、
是
を
以
て
本
号
を
豊
葦
原

の
水
穂
の
国
と
い
ふ
、
水
穂
は
稲
穀
の
総
名
に
し
て
人
命
の
本
た
る
水
穂
に
萬
づ
を
含
ま
し
め
て
御
神
の
名
づ
け
給
へ
る
も
の
な
る
よ
し
、

其
水
穂
を
食
と
し
て
生
育
す
る
人
の
性
な
れ
ば
、
是
亦
萬
づ
の
国
に
優
れ
る
こ
と
自
然
の
道
理
に
て
是
を
大
和
魂
・
大
和
心
と
も
い
ふ
な

り
、
さ
れ
ば
こ
そ
開
關
の
古
へ
よ
り
外
国
に
犯
さ
れ
た
る
事
な
く
天
津
日
の
御
継
絶
せ
ず
世
界
に
独
立
し
て
、
遠
き
西
の
国
の
書
に
も
伝
統

の
帝
国
と
称
し
し
る
せ
る
を
以
て
も
、
其
尊
き
こ
と
を
し
る
べ
し
、
ま
し
て
此
二
百
余
年
神
祖
の
御
武
徳
に
よ
り
て
四
海
干
戈
を
わ
す
れ
陸

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

謎
お
も
ふ
に
我

女
学
校
発
起
之
趣
意

￣

￣
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ミ
ま
じ
は
り
、
東
北
の
か
ぎ
り
な
る
外
が
浜
に
生
れ
し
者
も
西
南
の
き
は
め
な
る
長
崎
の
人
に
便
は
れ
、
西
北
の
隅
な
る
新
潟
に
住
め
る

女
も
東
南
の
端
な
る
熊
野
浦
の
男
を
夫
と
し
て
、
萬
づ
の
民
己
が
主
に
ノ
ー
業
を
安
ん
じ
あ
く
ま
で
昇
平
の
恩
沢
に
浴
す
る
は
人
間
世
の
幸

ひ
此
上
も
な
き
有
が
た
き
事
た
ら
ず
や
、
さ
れ
ど
治
平
長
ぐ
つ
且
く
時
は
上
下
箸
侈
遊
惰
と
な
る
こ
と
は
た
め
し
あ
る
こ
と
に
て
、
支
那
の

書
に
も
見
え
昔
よ
り
鴻
儒
の
論
す
る
所
な
れ
ば
、
雀
情
を
以
て
弁
ず
べ
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
其
弊
男
子
よ
り
も
女
子
は
な
ほ
甚
し
、
然
る
に

こ
れ
を
論
ず
る
人
な
き
は
遺
憾
と
い
ふ
く
し
、
近
頃
東
都
町
交
の
女
の
鮪
に
超
過
し
た
る
こ
と
は
櫛
笄
衣
服
の
花
美
は
い
ふ
も
さ
ら
ん
、
有

徳
の
者
の
妻
妾
を
は
じ
め
、
其
日
暮
し
の
人
の
女
房
娘
ま
で
も
髪
結
女
に
髪
を
結
は
せ
、
湯
屋
の
男
に
背
を
洗
は
せ
、
前
垂
の
紐
に
縮
緬
を

法
政
史
学
第
三
十
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遣
ひ
、
下
駄
の
鼻
緒
に
天
驚
絨
を
用
ふ
る
世
の
中
と
な
り
、
風
俗
殊
の
外
い
や
し
く
な
り
た
り
、
ざ
は
義
太
夫
ぶ
し
、
新
内
節
の
女
浄
瑠
璃
の

ふ
え
た
る
に
て
も
し
ら
る
上
事
ぞ
か
し
、
此
女
浄
瑠
璃
の
族
、
大
都
会
の
町
人
の
身
分
に
て
見
物
に
顔
を
晒
し
乞
食
・
非
人
に
ひ
と
し
き
所

業
を
な
す
事
渡
世
と
は
い
ひ
な
が
ら
浅
ま
し
き
仕
方
也
、
其
根
本
を
考
れ
ぱ
み
な
其
母
の
な
ら
は
し
に
て
元
来
右
躰
の
所
業
を
よ
き
事
に
心
一

得
て
、
幼
よ
り
其
芸
を
し
こ
む
に
よ
り
其
子
も
亦
こ
れ
に
な
ら
ひ
て
よ
き
事
と
覚
え
、
母
親
に
三
味
線
箱
を
背
負
せ
、
己
が
は
き
物
を
提
さ

せ
て
親
を
供
に
連
れ
つ
ん
ノ
ー
と
し
て
市
中
を
往
来
し
、
親
子
と
も
恥
を
恥
と
せ
ざ
る
に
い
た
れ
り
、
こ
れ
を
も
忍
ぶ
べ
く
ん
ぱ
執
を
か
忍

ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
、
又
此
節
歌
舞
伎
役
者
の
化
粧
の
仕
方
を
真
似
て
、
鼻
と
え
り
と
を
分
て
白
く
白
粉
す
る
事
流
行
せ
り
、
是
も
右
等
の
輩

よ
り
発
り
た
る
事
に
て
、
彼
れ
高
き
床
の
上
薄
ぐ
ら
き
処
に
居
は
り
て
浄
瑠
璃
を
語
る
な
れ
ば
見
物
に
見
え
の
よ
る
し
き
を
好
み
役
者
の
舞

台
顔
を
真
似
て
化
粧
せ
し
も
の
な
れ
ど
、
其
側
に
て
見
る
と
き
は
斑
に
し
て
い
や
し
き
も
の
也
、
ざ
る
を
素
人
の
色
く
る
ふ
や
せ
に
く
げ
な

る
女
な
ど
の
右
の
姿
を
よ
し
と
し
真
似
る
は
清
女
が
い
ひ
し
類
に
て
見
ぐ
る
し
ぎ
事
ぞ
か
し
、
其
外
女
に
似
気
な
き
異
な
る
化
粧
の
仕
方
を

好
む
族
も
見
え
た
れ
ど
く
だ
ノ
ー
し
け
れ
ば
こ
上
に
云
は
ず
、
元
来
右
等
の
町
芸
者
、
土
弓
場
、
茶
屋
女
な
ど
は
色
を
震
る
屯
の
な
れ
ば
髪
」

結
女
に
髪
を
結
は
せ
湯
屋
の
男
に
背
を
洗
は
す
る
も
尤
の
事
な
れ
ど
、
是
も
素
人
に
椎
う
つ
り
た
る
故
町
を
女
髪
結
数
多
出
来
、
湯
屋
の
留

桶
周
が
し
く
な
り
た
り
、
下
流
塞
り
て
濁
る
と
き
は
逆
し
て
上
流
を
燭
す
る
に
い
よ
つ
る
如
く
、
右
の
弊
風
自
然
と
上
へ
も
お
よ
ぼ
す
道
理
一

に
て
、
武
家
に
も
間
々
い
や
し
き
風
俗
の
女
も
見
ゆ
る
は
歎
か
し
き
事
な
ら
ず
や
、
楓
又
女
子
の
芸
と
い
へ
ぱ
琴
・
三
味
線
・
胡
弓
・
鼓
・
笛
，

太
鼓
・
踊
等
の
遊
芸
し
ら
ぬ
は
恥
の
や
う
に
覚
え
、
機
織
り
糸
と
る
事
は
い
ふ
も
さ
ら
也
、
物
縫
ふ
事
を
習
ふ
を
ざ
へ
い
や
し
き
わ
ざ
の
や

う
に
思
ふ
風
俗
と
な
り
た
り
、
故
に
身
上
相
応
に
暮
す
も
の
は
幼
き
よ
り
娘
に
踊
を
習
は
せ
多
く
の
金
銭
を
費
し
て
衣
裳
道
具
等
を
こ
し
ら

へ
、
こ
上
の
さ
ら
ひ
、
か
し
こ
の
祭
り
な
ど
上
親
々
屯
倶
に
う
か
れ
て
附
添
あ
る
き
、
見
る
に
た
え
が
た
き
浄
瑠
璃
・
狂
言
な
ど
を
其
子
に

踊
ら
せ
鼻
の
下
を
の
ば
し
見
物
す
る
親
の
存
意
わ
か
り
が
た
し
、
踊
を
習
は
す
る
時
は
身
の
し
こ
な
し
よ
く
な
る
と
思
ふ
は
心
得
運
に
て
、

子
供
に
い
や
し
き
風
俗
を
仕
つ
け
色
情
の
導
き
を
な
す
仕
方
に
て
、
し
か
も
年
と
り
て
は
用
た
上
ぬ
芸
な
り
、
そ
れ
に
つ
堂
き
鼓
・
笛
・
太

鼓
等
是
亦
生
涯
の
用
に
た
上
ず
、
三
味
線
・
胡
弓
は
わ
け
て
淫
聲
な
る
、
中
に
も
胡
弓
は
い
や
し
く
非
人
の
女
太
夫
な
ど
の
す
べ
き
わ
ざ
に

て
、
素
人
の
娘
子
供
の
弄
ぶ
ま
じ
き
器
な
り
、
琴
も
む
か
し
は
組
と
い
ふ
も
の
ば
か
り
弾
ぜ
し
と
間
し
に
今
は
長
唄
は
扱
置
、
浄
瑠
璃
へ
も

合
せ
て
聞
く
に
き
か
れ
ぬ
文
句
を
語
り
弾
く
事
に
な
り
た
る
は
浅
ま
し
き
事
ぞ
か
し
、
第
一
手
習
の
師
匠
と
い
ふ
も
の
、
む
か
し
は
門
弟
の

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
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幡
宮
と
崇
め
奉
り
我

子
供
の
敦
方
厳
し
か
り
し
に
今
は
あ
ま
り
厳
し
く
て
は
子
供
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
其
親
々
の
気
に
も
入
ら
ざ
る
故
、
師
匠
の
方
よ
り
子
供
の

機
嫌
を
取
る
や
う
に
な
り
た
れ
ば
、
子
供
の
仕
つ
げ
の
為
に
は
な
ら
ず
、
殊
に
右
の
伎
芸
人
等
が
所
為
を
真
似
て
折
々
揃
ひ
の
浴
衣
そ
ろ
ひ

の
手
拭
を
染
め
ざ
せ
社
中
に
売
り
つ
け
て
遊
山
を
催
し
、
頭
上
に
造
り
華
を
さ
ら
せ
大
勢
を
ひ
き
つ
れ
て
遊
行
し
、
其
弟
子
の
多
き
と
い
は

る
Ｌ
を
見
え
と
し
た
る
な
ど
手
習
師
匠
の
所
業
に
は
あ
る
ま
じ
ぎ
事
歎
、
右
等
を
以
て
風
俗
の
い
や
し
く
な
り
た
る
を
し
る
べ
き
也
、
男
子

に
は
帥
を
取
り
身
を
脩
る
道
を
習
は
し
む
れ
ど
、
女
と
し
て
は
学
ぶ
こ
と
の
希
な
る
故
に
女
の
法
あ
る
事
を
し
ら
ず
し
て
右
の
悪
風
に
な
り

ゆ
く
事
口
惜
き
次
第
な
ら
ず
や
、
初
に
い
ふ
我

御
国
の
嘉
穀
の
種
た
り
と
も
其
肥
培
の
仕
方
悪
き
時
は
却
而
病
害
を
発
す
る
事
あ
り
、
人
も
小
天
地
に
て
其
母
は
地
な
れ
ば
、
地
性
よ
く
肥

培
の
仕
方
よ
き
時
は
善
人
を
生
じ
、
地
性
あ
し
く
肥
培
の
仕
方
よ
か
ら
ざ
る
時
は
悪
人
を
生
ず
る
は
天
地
自
然
の
道
理
な
り
、
さ
れ
ば

神
功
皇
后
は
御
懐
妊
の
御
身
を
以
て
三
韓
を
伐
従
へ
給
ふ
、
御
武
徳
傭
は
ら
せ
給
へ
ぱ
こ
そ
其
御
腹
よ
り
御
誕
生
ま
し
主
せ
し
応
神
帝
は
八

御
国
の
武
威
を
守
ら
せ
給
ふ
御
神
と
は
な
ら
せ
給
ひ
け
れ
、
朝
比
奈
義
秀
が
勇
は
其
母
巴
御
前
の
勇
を
ひ
き
、
相
模
守
時
頓
の
賢
は
其
母
禅

尼
の
賢
を
票
た
る
も
の
に
て
、
よ
く
其
理
を
し
る
べ
き
事
な
り
、
胎
教
と
て
婦
人
懐
妊
す
れ
ば
採
る
に
側
ず
、
座
す
る
に
邊
ず
、
立
川
に
舷

せ
ず
、
邪
味
を
食
せ
ず
、
左
道
を
畷
ず
、
割
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
食
せ
ず
、
席
正
し
か
ら
ざ
れ
ぱ
座
せ
ず
、
目
に
悪
き
色
を
見
ず
、
耳
に
悪
き

声
を
聴
ず
、
口
に
悪
き
言
を
出
さ
ず
、
手
に
悪
き
器
を
と
ら
ず
、
夜
は
正
し
き
書
を
読
み
、
朝
に
起
て
は
立
居
振
舞
を
正
し
く
す
れ
ば
、
其

生
る
人
子
形
容
端
正
し
て
才
徳
人
に
勝
る
こ
と
あ
り
、
こ
れ
胎
教
を
守
る
の
徳
に
て
人
に
性
と
習
と
あ
れ
ば
也
、
武
家
は
忠
孝
義
勇
の
子
孫

を
設
る
事
を
こ
そ
願
ふ
く
け
れ
、
然
れ
ば
容
よ
り
心
掛
の
よ
き
女
を
撰
び
て
妻
と
す
べ
き
事
に
て
、
物
よ
ゑ
、
手
習
等
母
の
心
が
け
た
ら
ん

に
は
文
人
を
出
生
し
、
長
刀
・
小
太
刀
等
を
心
懸
た
ら
ん
に
は
武
人
を
出
産
す
る
こ
と
疑
な
し
、
町
人
の
妻
と
て
も
心
懸
よ
き
時
は
実
体
に

我
家
業
を
稼
ぐ
よ
き
子
も
出
生
す
べ
し
、
江
戸
子
と
い
は
る
上
老
に
身
上
持
得
ず
不
埒
も
の
人
多
き
は
其
根
本
母
の
心
懸
よ
か
ら
ぬ
故
の
事

ぞ
か
し
、
諸
侯
の
奥
へ
幼
年
よ
り
奉
公
に
出
し
生
涯
宮
仕
さ
せ
ん
事
を
願
ふ
人
の
事
は
し
ら
ず
、
末
々
外
々
へ
縁
づ
け
ん
と
思
ふ
心
掛
の
親

達
は
其
子
に
右
等
の
遊
芸
を
習
は
し
む
る
は
無
用
な
る
こ
と
に
て
、
よ
き
子
孫
の
種
を
藤
ん
と
欲
す
る
田
地
に
は
よ
か
ら
ぬ
肥
培
の
仕
方

也
、
婦
人
は
和
ら
ぎ
順
ひ
て
貞
信
に
情
深
く
静
な
る
を
よ
し
と
す
女
の
法
を
し
つ
け
ん
と
欲
す
る
に
は
先
物
読
す
べ
し
、
さ
れ
ど
支
那
の
書

法
政
史
学
第
三
十
号
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を
読
覚
え
文
字
が
ち
に
ふ
み
か
く
は
女
に
似
気
な
き
や
う
源
氏
物
語
な
ど
に
も
見
へ
、
学
問
の
し
か
た
に
よ
り
却
て
害
と
も
な
る
屯
の
な

れ
ば
唯
和
解
の
女
孝
経
・
女
大
学
等
の
種
類
、
其
外
教
訓
に
な
る
べ
き
仮
名
交
り
の
文
章
お
よ
び
詩
歌
な
ど
を
手
本
と
し
て
手
習
さ
せ
、
其

意
を
ま
め
や
か
に
説
聞
か
す
る
方
よ
る
し
、
又
女
子
は
第
一
行
儀
を
し
つ
け
て
よ
し
、
萬
づ
の
慎
ミ
方
は
礼
に
あ
れ
ば
小
笠
原
流
な
り
と
伊

勢
流
な
り
と
朕
方
は
習
は
す
べ
し
、
長
刀
・
小
太
刀
等
の
武
芸
を
女
に
習
は
す
る
は
当
時
の
御
治
世
に
は
似
気
な
き
や
う
に
い
ふ
人
も
あ
る

く
け
れ
ど
、
武
士
の
娘
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
町
人
の
子
に
て
も
諸
侯
の
奥
に
一
生
宮
仕
さ
せ
ん
と
欲
す
る
人
は
か
な
ら
ず
稽
古
さ
す
べ
き
事

也
、
奥
向
は
男
子
の
勤
仕
す
る
者
な
け
れ
ば
非
常
の
節
の
心
懸
に
も
な
る
べ
き
事
也
、
扱
又
織
縫
・
紡
績
の
事
は
女
の
第
一
と
す
る
業
な
る

を
い
や
し
き
事
の
や
う
に
恩
ひ
て
、
今
は
縫
物
さ
へ
得
せ
ぬ
女
の
有
る
は
い
か
な
る
浅
ま
し
き
事
に
や
、
い
に
し
へ
は

天
子
の
御
后
す
ら
御
自
か
ら
お
り
ぬ
ひ
し
給
ひ
し
と
い
ふ
事
も
間
け
り
、
た
と
ひ
家
富
み
人
多
く
つ
か
ひ
て
物
縫
女
を
召
つ
か
ふ
身
な
り
と

も
少
し
は
慰
に
も
習
ふ
べ
き
事
に
て
、
こ
れ
を
覚
ゆ
る
時
は
木
綿
の
布
子
も
容
易
に
は
着
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
、
冥
加
を
知
り
質
素
を
守
る
教
に

な
る
事
也
、
因
て
お
も
ふ
に
少
女
の
為
に
女
学
校
と
い
ふ
も
の
を
御
府
内
所
々
に
取
建
、
女
に
て
文
字
も
可
也
に
よ
め
和
や
う
の
手
跡
を
よ

く
す
る
も
の
を
師
匠
と
し
て
指
置
、
右
に
申
如
く
女
子
の
教
訓
に
な
る
べ
き
筋
の
享
ど
も
を
手
本
と
な
し
て
書
習
は
せ
、
ま
め
や
か
に
道
理

を
説
示
し
第
一
規
則
を
厳
か
に
し
て
行
儀
を
し
つ
け
候
様
に
い
た
し
、
昼
よ
り
後
は
毎
日
か
は
る
ノ
ー
会
日
を
き
ば
め
て
和
歌
の
師
、
膜
方

の
師
、
長
刀
小
太
刀
の
師
出
席
し
て
夫
々
好
み
の
芸
を
を
し
へ
、
扱
、
物
縫
ひ
、
機
を
織
り
、
糸
を
と
り
、
綿
を
摘
む
事
を
を
し
ふ
る
女
共

を
抱
置
て
、
是
亦
好
み
の
事
を
習
は
せ
、
如
此
法
則
を
立
て
教
諭
い
た
し
候
は
ぱ
幼
き
し
の
上
心
は
白
糸
の
如
く
な
れ
ば
自
然
と
よ
き
風
に

染
み
て
悪
き
風
に
そ
ま
ら
ず
、
子
孫
の
種
を
蒔
に
は
よ
き
田
地
の
肥
培
の
仕
か
た
と
存
候
に
付
、
子
も
日
あ
ら
ず
最
寄
に
一
箇
所
右
の
女

学
校
を
取
立
候
、
志
願
に
て
ま
づ
其
趣
意
を
四
方
の
小
女
の
親
達
に
告
申
度
、
曉
心
の
一
言
を
書
し
る
し
候
、
そ
の
仕
方
よ
る
し
ぎ
事
に
お

も
は
れ
候
人
達
は
遠
慮
に
お
よ
ば
ず
候
間
、
右
の
女
学
校
を
何
れ
へ
な
り
と
取
立
、
御
教
諭
の
事
希
が
ふ
所
な
り
、
た
と
ひ
ひ
ろ
く
御
府
内

に
お
よ
ぼ
し
、
な
く
て
の
風
俗
を
化
す
る
に
は
い
た
ら
ず
と
も
、
萬
分
の
一
に
て
も
こ
れ
を
よ
し
野
人
よ
し
と
て
大
和
心
に
帰
り
咲
き
の
朝

日
に
匂
ふ
花
も
あ
る
べ
き
か
と
、
を
こ
が
ま
し
く
も
是
を
山
桜
木
に
ち
り
ば
む
る
も
の
な
り

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

天
保
八
年
丁
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以
上
こ
の
趣
意
書
に
よ
る
と
、
外
来
思
想
を
排
し
、
わ
が
国
固
有
の
道
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
精
神
運
動
さ
え
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
く
に
表
紙
の
裏
に
は
「
し
き
し
ま
の
や
ま
と
心
を
人
と
は
ぱ
、
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花
、
右
本
居
翁
の
よ
ミ
す
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
奥
村
が
復
古
思
想
を
説
き
さ
ら
に
国
学
の
思
想
的
基
礎
を
固
め
た
本
居
宣
長
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
で
は
江
戸
市
民
の
華
美
賛
沢
を
批
判
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
町
人
文
化
の
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
義
太
夫
節
や
新
内
節
の
女
浄

瑠
璃
、
狂
言
に
た
い
し
て
も
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
奥
村
が
す
で
に
化
政
文
化
の
特
色
と
も
ふ
ら
れ
た
山
田
流
の

（
旧
）

箏
曲
、
常
磐
津
、
富
本
の
浄
瑠
璃
が
武
家
奉
公
の
女
中
の
教
養
に
も
な
っ
て
い
た
社
会
の
様
相
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
奥
村
に
と
っ
て
は
、
江
戸
の
遊
芸
文
化
は
農
村
に
お
い
て
は
全
く
隔
絶
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
即
ち
、
女
子
は
実
用
的
で

あ
る
機
織
り
や
糸
と
り
、
物
縫
こ
そ
が
学
ぶ
べ
き
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
手
習
の
師
匠
に
つ
い
て
も
、
か
っ
て
は
門
弟
の
教
え
方
も

厳
し
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
親
に
気
に
入
る
よ
う
に
し
、
子
供
に
機
嫌
を
と
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
慨
嘆
す
る
。
そ
の
う
え
、
男
子
は
師
に
よ
っ

て
身
を
修
め
、
道
を
習
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
女
子
は
学
ぶ
こ
と
が
稀
の
た
め
に
、
女
子
の
守
る
べ
き
極
り
さ
え
知
ら
ず
、
悪
風
に
自
然
に
そ

ま
っ
て
い
く
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
胎
教
を
重
く
承
て
、
江
戸
っ
子
の
身
上
が
よ
く
な
く
不
埒
の
者
が
多
い
の
は
母
親
の
心
掛
け
が
悪
い
た

め
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
奥
村
は
、
女
子
に
は
「
孝
経
」
や
「
女
大
学
」
、
そ
の
他
教
訓
と
な
る
べ
き
仮
名
交
り
文
章
や
詩
歌
を
手
本
と
し
て

手
習
さ
せ
る
べ
き
を
主
張
し
、
女
子
は
行
儀
を
正
し
く
、
長
刀
・
小
太
刀
の
武
芸
、
織
縫
・
紡
績
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
学
校
一

設
立
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
教
え
込
む
な
ら
ば
、
悪
風
に
そ
ま
ら
ず
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
女
学
校
設
立
に

つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
少
女
の
親
達
に
告
げ
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
者
が
娘
た
ち
を
志
願
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
広
く
江
戸
市
中
へ
も
影

響
を
与
え
、
少
し
で
も
今
の
風
習
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
増
上

寺
領
地
方
役
人
で
あ
る
奥
村
喜
三
郎
の
趣
意
書
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
一
般
の
社
会
の
風
潮
に
抗
し
て
、
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
の
実
学
中

心
の
寺
子
屋
教
育
を
一
歩
進
め
て
、
良
妻
賢
母
を
養
育
し
、
徳
育
を
目
的
と
し
た
女
子
の
学
校
の
設
立
を
企
図
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
・

ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
趣
旨
を
親
達
に
告
げ
て
公
募
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
以
降
に
ふ
ら
れ
る
私
立
女
子
学
校
設
立
の
先
駆
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史
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ま
た
、
女
髪
結
・
女
師
匠
・
女
義
太
夫
・
女
浄
瑠
璃
・
矢
場
女
な
ど
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
統
制
を
う
け
て
お
り
、
新
両
替
町
三

丁
目
又
七
店
の
次
兵
衛
と
い
う
者
が
、
妻
を
寄
場
に
出
し
て
浄
瑠
璃
を
や
ら
せ
座
料
を
と
っ
た
と
い
う
理
由
で
手
鎖
を
申
し
渡
さ
れ
た
例
も

（
卯
）

あ
る
。
こ
う
し
て
ふ
る
と
、
奥
村
の
提
一
一
一
戸
の
趣
旨
は
、
女
学
校
設
立
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
天
保
改
革
に
お
い
て
水
野
忠
邦
に
よ
っ

て
、
一
部
が
具
現
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
水
野
が
奥
村
の
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
改

革
政
治
の
中
心
が
江
戸
市
中
に
お
か
れ
、
倹
約
令
・
箸
侈
禁
止
令
の
一
環
と
し
て
、
女
子
の
風
俗
の
取
締
り
が
強
化
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

的
な
も
の
と
ゑ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

奥
村
喜
三
郎
は
、
そ
の
後
天
保
十
一
一
年
（
一
八
四
一
一
一
）
に
身
上
向
不
如
意
の
理
由
で
退
役
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
彼
れ
が
多
額
の

借
財
を
負
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
増
上
寺
領
の
村
役
人
た
ち
は
借
財
の
肩
代
り
を
願
い
出
た
た
め
、
奥
村

は
退
役
を
危
う
く
免
れ
、
以
後
も
地
方
調
役
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
ゑ
て
奥
村
の
女

学
校
設
立
の
提
言
は
、
つ
い
に
実
現
さ
れ
ず
挫
折
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
の
五
月
、
水
野
忠
邦
が
老
中
首
座
と
し
て
断
行
し
た
天
保
改
革
に
お
い
て
は
、
江
戸
市
民
の
箸
侈
の
禁
止
と
生
活
の
統

制
が
強
化
さ
れ
、
と
り
わ
け
女
子
に
対
す
る
取
り
締
り
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
⑬
）

増
上
寺
御
霊
屋
料
の
中
目
黒
村
に
出
さ
れ
た
通
達
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
女
子
衣
類
大
造
織
も
の
、
縫
物
無
用
二
可
致
侯
、
縫
金
糸
等
入
侯
而
も
小
袖
盤
裏
一
一
付
、
代
銀
一
一
一
百
月
、
染
模
様
小
袖
表
一
一
付
、
代
銀

百
五
拾
目
を
限
り
、
夫
汐
高
直
之
品
売
買
致
間
敷
候
、
尤
帷
子
も
右
一
一
準
可
申
候

に
準
し
下
直
二
仕
込
可
申
事

ま
た
、
女
髪
結
・
女
師
匠
・
女

一
、
く
し
か
う
か
い
髪
ざ
し
の
類
、
金
者
勿
論
不
相
成
、
鼈
甲
も
細
工
入
組
高
直
之
品
相
止
、
櫛
代
銀
百
月
を
限
り
、
か
う
か
い
髪
さ
し
右

近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

百
五
拾
目
を
限
り
、
夫
人

（
中
略
）
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一
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江
戸
近
郊
に
分
布
し
て
い
た
増
上
寺
領
の
四
十
四
力
村
は
、
支
配
構
造
の
上
か
ら
も
、
他
の
所
領
と
は
別
格
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
文
政

か
ら
天
保
期
を
中
心
に
領
内
の
地
方
支
配
を
担
当
し
た
奥
村
喜
三
郎
は
、
測
量
技
術
に
す
ぐ
れ
、
開
明
派
官
僚
や
洋
学
者
と
の
接
触
か
ら
も
い

わ
ゆ
る
進
歩
的
な
思
想
の
持
主
に
ふ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
地
方
役
人
と
し
て
増
上
寺
御
霊
屋
料
に
お
け
る
成
果
や
村
役
人
層
の
信
望

は
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
奥
村
に
は
地
方
役
人
と
し
て
の
経
世
的
な
側
面
と
と
も
に
、
そ
の
教
養
の
な

か
に
は
洋
学
の
他
に
明
ら
か
に
国
学
や
儒
学
の
影
響
を
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
は
、
女
子
の
風
俗
が
蓉
侈

に
傾
き
、
生
活
態
度
も
頽
廃
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
江
戸
近
郊
に
女
学
校
を
建
て
、
こ
れ
を
江
戸
市
中
に
も
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕

藩
体
制
に
順
応
し
た
良
妻
賢
母
の
育
成
に
努
め
よ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
女
子
教
育
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学
制
施
行
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
女
子
に
も
初
等
普
通
教
育
の
道
が
開
か
れ
た
が
、
就
学

率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
宣
教
師
や
先
覚
者
に
よ
っ
て
、
上
流
の
子
女
を
対
象
と
す
る
私
立
女
学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
い

ず
れ
も
良
妻
賢
母
の
育
成
を
Ⅲ
的
と
す
る
国
家
主
義
的
教
育
観
が
、
そ
の
前
提
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
学
制
施
行
を
逆
る
こ

と
一
一
一
十
五
年
前
、
奥
村
喜
三
郎
に
よ
っ
て
、
江
戸
近
郊
の
増
上
寺
御
霊
屋
料
に
配
布
さ
れ
た
。
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
害
』
は
、
「
女
学
校
」
の

名
称
か
ら
も
女
子
教
育
を
目
指
し
た
学
校
設
立
案
の
濫
膓
と
し
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
目
的
が
あ
く
ま
で
も
女
子
に
対
す
る
行
儀
作
法

と
家
事
習
得
の
枠
を
川
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
洋
学
者
で
あ
る
奥
村
の
地
方
役
人
と
し
て
の
実
績
を

通
し
て
、
彼
の
開
明
性
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
は
、
蛮
社
の
洋
学
が
富
国
強
兵
の
た
め
の
知
識
・
技
術
の

枠
内
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
を
含
め
て
、
儒
学
・
国
学
の
影
響
を
う
け
た
奥
村
の
思
想
的
な
限
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
局
、
奥
村
の
女
子
の
学
校
設
立
の
意
図
は
、
洋
学
を
通
し
て
の
漸
新
的
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
増
上
寺
御
霊
屋
料
の

領
域
に
お
け
る
身
分
階
層
的
秩
序
を
根
ざ
し
た
封
建
的
規
制
に
よ
る
徳
育
を
目
的
と
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

真
の
平
等
的
な
女
子
教
育
を
意
図
す
る
学
校
設
立
は
、
や
は
り
近
代
に
お
い
て
女
性
の
手
に
よ
る
解
放
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
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（
１
）近
世
・
噸
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）

注増
上
寺
領
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
『
目
黒
区
史
』
・
『
新
修
世
田
谷
区
史
』
上
巻
、
『
川
崎
市
史
』
で
触
れ
て
い
る
。
な
お
全
体
と
し
て
は
村
上
直
「
増

上
寺
御
霊
屋
料
に
つ
い
て
」
（
深
瀬
昭
一
編
『
川
崎
領
小
倉
村
・
御
霊
屋
料
岸
家
文
書
』
所
収
）
が
あ
る
。

「
御
当
家
令
条
」
巻
十
、
Ｓ
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
２
）
六
○
頁
。

北
島
正
元
校
一
訂
『
武
蔵
田
園
簿
』
（
日
本
史
料
選
書
）
二
五
九
頁
。

増
上
寺
文
書
。
（
『
目
黒
区
史
』
資
料
編
四
六
五
’
六
七
頁
。

『
川
崎
市
史
』
一
○
六
’
七
頁
。

鏑
木
家
文
書
（
『
目
黒
区
史
』
資
料
編
一
三
六
頁
）
。

栗
山
家
文
書
（
同
右
三
一
一
一
頁
）
。

岸
家
文
書
（
川
崎
市
幸
区
小
倉
）
。

鏑
木
家
文
書
Ｓ
目
黒
区
史
』
資
料
編
一
七
五
頁
）

奥
村
喜
一
―
一
郎
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
（
一
一
○
四
頁
）
に
奥
村
の
略
伝
が
あ
る
。
長
谷
川
伸
三
「
文
化
・
文
政
期
増
上
寺
領
の

村
方
騒
動
と
改
革
の
展
開
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
二
号
）
に
奥
村
の
事
績
が
あ
る
。
・

天
保
九
年
十
一
一
月
一
一
十
三
日
付
の
渡
辺
皐
山
の
江
川
英
竜
へ
の
推
薦
状
に
は
、
「
増
上
寺
御
霊
屋
付
御
代
官
、
こ
れ
は
測
量
を
心
掛
候
屯
の
に
御
座

侯
」
と
あ
る
（
佐
藤
昌
介
前
掲
書
二
五
六
頁
）
。

佐
藤
昌
介
前
掲
書
二
六
四
頁
。

志
村
家
文
書
（
川
崎
市
多
摩
区
王
禅
寺
）
長
谷
川
伸
三
・
前
掲
論
文
参
照
。

『
国
書
総
目
録
』
著
者
別
索
引
、
一
七
○
頁
。

村
上
直
・
荒
川
秀
俊
校
訂
『
算
法
地
方
大
成
』
（
日
本
史
料
選
書
）
の
「
解
題
」
参
照
。

北
島
正
元
編
『
政
治
史
』
Ⅱ
（
体
系
日
本
史
叢
書
２
）
三
八
五
頁
。

鏑
木
家
文
書
ｓ
目
黒
区
史
』
資
料
編
一
八
九
頁
）
。

西
山
松
之
助
「
江
戸
文
化
と
地
方
文
化
」
ｓ
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
旧
』
近
世
５
、
一
七
九
頁
）
。

鏑
木
家
文
書
ｓ
目
黒
区
史
』
資
料
編
一
八
九
’
九
○
頁
）
。

北
島
正
元
『
水
野
忠
邦
』
三
四
三
頁
。
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